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本書は,ビルマ国史委員会 の報 告書 シ リーズ
No･2で,1830年にビルマ王国からベンガル-派遣
された外交使節団の往復旅行日誌 (原本は員多羅)
を印刷製本したものである｡
第一次英緬戦争直後の1826年2月24日に締結され
た ｢ヤンダボ条約｣第6条に基づき,英国とビルマ
王国は相互に駐在官を置くこととなり,英国からは
MajorBurneyが1830年4月24日に王都アバに着
任し,ビルマ王国側からはマ-ーシー ドゥ-を首席
代表とする84人の使節団が英国総督の居所ベンガル
へ派遣された｡
この一行の主な目的は,編者 ド- ･チャンの序文
によれば,(1)カボー峡谷地帯のビルマ王国-の返還,
(2)ヤンダボ条約第4条に規定された境界線,サルウ
ィン川の対岸にあるマルタバン地方の返還,(3)アラ
カンとテナセリム地方の返還,(4)駐在官の相互派遣
を規定したヤングボ条約第6条の撤廃,等を英国総
督に要求することであった｡
一行は1830年10月9日にアバを出発,イラワジ川
をくだって陸路アキャブ-也,そこから船でベンガ
ルに向かった｡1832年11月23日,アグラで総督と会
見,翌33年 9月21日にアバへ帰任した｡
本書は,その往復の旅行日誌を日付順に編纂して
本文 (pp.25-60)とし,さらに編者の序文 (pp･ト
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